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西アフリカ・モーリタニアにおける合弁会社設立に関するお知らせ 

 

当社は、平成 27 年７月 21 日開催の取締役会において、下記のとおり、西アフリカ モーリタ

ニア・イスラーム共和国の MAURINVEST社（以下、「MAUR 社」という）との間で、合弁会社を設

立することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 合弁会社設立の目的 

当社グループは、主力業態「築地銀だこ」の主原料たこの調達において、安定的で低リスク

な供給体制の強化を進めております。これまでにも、世界中の漁場からの調達ルートを確立し

てきたほか、加工委託先も分散化することで、高品質・低価格のたこを安定的に調達するモデ

ルを確立して参りました。 

そして今般、たこの最大の原産国の一つであるモーリタニアにおいて、原料の調達・加工を

目的とした工場の設立に向けて、第三者から紹介を受けた MAUR 社との間で合弁会社を設立する

ことを決定いたしました。従来は、同国で獲れたたこは第三国の加工工場に送られ、最終製品

として日本に輸入されておりましたが、この事業においては、将来的に仕入れたたこを現地で

加工することで、鮮度や品質を更に高められるほか、二国間の直接貿易とすることで、物流面

でのメリットも享受できると考えています 。 

MAUR 社は傘下企業を通じ、モーリタニアにおいて食品、漁具、漁網の輸入及び製造販売事業

等を運営するパイオニア的企業であります。また、同社の代表者 Mohamed Abdellahi YAHA 氏は、

同国の経済・投資大臣を歴任し、実業家として活躍しております。同社及び YAHA 氏の持つ経験

とノウハウは、モーリタニアでの事業展開において最適であると考えます。将来的な原料の安定

調達、加工コストや為替の変動リスクの低減、そしてカントリーリスクの分散化等を目的として、

MAUR 社との間での合弁会社設立について決議致しました。 

 

（1） 合弁会社の概要 

(1) 商号 HOTLAMD MARUINVEST SEAFOOD INDUSTRY S.A 

(2) 所在地 モーリタニア・イスラーム共和国 トラルザ州 



(3) 代表者 CEO (最高経営責任者) Mohamed Abdellahi YAHA 

(4) 設立年月日 2015 年８月（予定） 

(5) 事業内容 たこの生産、加工、調理、包装、流通および日本等への輸出展開 

(6) 資本金 US＄1,000,000  

(7) 出資比率 MAURINVEST 社 60％：当社 40％ 

 

２. 合弁相手先の概要 

(1) 商号 MAURINVEST 社 

(2) 代表者 Mohamed Abdellahi YAHA 氏 

(3) 所在地 B.P712,Nouakchott, Mauritania 

(4) 設立年月日 2010 年７月 21 日 

(5) 事業内容 グループ会社の管理業務 

(6) 資本金 US$ 91,743 

(7) 大株主及び持株比率 Mohamed Abdallahi YAHA 氏 100％ 

(8)上場会社と当該会社との

間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者への

該当状況 

該当事項はありません。 

 

４.  日程 

（1）取締役会決議日 平成 27 年 7月 21 日 

（2）契約締結日 平成 27 年 7月 31 日（予定） 

（3）合弁会社設立日 平成 27 年 8月上旬（予定） 

 

３. 今後の見通し 

 本件による今期（平成 27 年 12 月期）の当社連結業績に与える影響は、軽微であると見込ん

でいますが、合弁会社の事業が進展し、業績へ影響を及ぼすことが判明した際には、速やかに

開示致します。 

 

以上 

 

 


